
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２１０８

基盤研究(C)

2013～2011

衝撃波で誘起される新奇発光現象の解明

Investigation of novel shock-wave-induced light emission phenomenon

５０３４３８３５研究者番号：

小林　敬道（KOBAYASHI, Takamichi）

独立行政法人物質・材料研究機構・先端材料プロセスユニット・主幹研究員

研究期間：

２３５４０４８４

平成 年 月 日現在２６   ６   ４

円     4,000,000 、（間接経費） 円     1,200,000

研究成果の概要（和文）：粉末物質中を衝撃波が伝搬することにより誘起される特殊な発光現象の解明に取り組んだ。
可視域から近赤外域にわたるブロードな発光であり、発光性物質でない場合にも観測されることが判明した。また、１
万気圧以下の弱い衝撃圧縮においても可視領域に強い発光があることから、粉末試料自体の発光ではなく残留ガスが断
熱圧縮され高温状態になり熱放射することがわかった。更に、より詳細な解析から、熱放射以外の発光成分の存在が明
らかになり、衝撃波誘起のルミネッセンスである可能性が示唆された。この衝撃波誘起ルミネッセンスはこれまでに報
告例のない発光現象と考えられ、新たな研究の展開につながると期待される。

研究成果の概要（英文）：We investigated an unknown emission of light from powder materials when a shock wa
ve propagates in the materials.  The emission was very broad, covering the visible and the near-infrared r
egion, and was observed not only from luminescent materials but also from nonluminescent materials.  It wa
s proven that the emission of light was a thermal radiation of adiabatically-compressed residual gas in th
e powder materials.  It was also found for luminescent powder materials that another kind of emission is i
ncluded in the observed shock-induced emission spectra, which may be considered as shock-induced luminesce
nce.  It is very different from known luminescence spectra and might lead to a discovery of a new shock-wa
ve-induced phenomenon. 
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物質でも非発光性
物質でも、また、金属、セラミックス、有機
物、いずれの場合にもこの発光は認められた。
当初、発光性物質からこの発光が観測された
ので、何らかのルミネッセンスであろうと考
えたが、上の結果からルミネッセンスではな
い可能性が高まり、更に、スペクトルが非常
にブロードであることから何らかの熱放射
現象である可能性が高まった。図 2～4
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(2) 発光強度の衝撃強度依存性
ころ、非常に弱い衝撃強
に強い発光が認められた。図
ある。この発光が熱放射であるとした場合、
可視域にピークのある発光は
上の温度に相当するので、試料の衝撃温度と
して予測される温度（数百度Ｋ）では説明で
きない
ことが明らかになった。
 
(3) 試料以外の物質としては残留ガスがあ
る。粉末試料の場合は隙間が多くあり、そこ
に残留ガスが存在する。
される際、残留ガスも試料の衝撃圧と同程度
の圧力まで瞬間的に圧縮される（断熱圧縮）
と考えられる。この場合、
撃圧縮であってもガスは数千度の高温に達
すると予想される。これを確認するために、
できるだけ残留ガスを含まない試料を作成
して実験を試みた。一つの方法は粉末試料を
プレスで押し固め残留ガスを少なくした試
料（圧粉体）を用いる方法、もう一つは粉末
試料の隙間を
満たした試料を用いる方法である。この結果、
発光強度は桁違いに弱くなり
撃波誘起発光の原因は試料中に残存したガ
スにあ
により数千度の高温になり強く熱放射す
ことが判明した。
 
(4) 粉末
撃波の影響に関する研究は比較的歴史が浅
いが、
起化学反応等に関する研究が行われている。
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